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1.問 題 と目的:ご っこ遊 びで子 ど もは育つ が ヒー ロー ごっ
こは敬 遠 され る









う特徴があるので、子 どもは自己発揮 して自己の世界をつ くり上げることがで
きる点に注 目している。
子 どもは、オモシロイと思うか らごっこ遊びするという点に立脚 して、子 ど



















りではなく本気になりかねないので、子 ども間の力関係が表面化 した り、遊び









盛 り上がっていた。先生は、別の遊びに広がって欲 しいと思 うが、2学期
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になって も、朝の会の時 間まで もウル トラマ ンにな りきっていた。先 生は
「楽 しそ うにや ってい るので、や るな ともいえない し、で も、そればか りで
いいのか」と迷 う。 その頃、一 人が家 で 「幼稚園 に行 った らウル トラマ ン









































止 して、別の遊びに誘 うのではなく、子 どもたちがナル トに向かう気持ちやエ
ネルギーを利用 して、豊かな遊びになるような実践を創 りたいと考えた。
② 準備段階=子どもが面白いと感 じている世界を研究する
家で 「ナル ト」の番組 を録画 して実際に見て、子 どもたちにとって何が魅力






それを見つけると、子 どもたちは、「あ、ナル トだ」と、うれしそうに言 う。
しばらくして 「同 じものを自分たちにも作ってほ しい」と言い始めたので、






④ 子どもがナル トのイメージにこだわる段階での遊び:か まわず楽しい遊び
を仕掛ける
子 どもたちは、テレビに強 く影響されているので、先生の繰 り出す技を見て、
「エー、違 うよ、そんな技はナル トには出てこないね」という言葉が飛び交うこ
とになる。
子 どもたちは、「先生のナル トは、ほんとのナル トではない」と否定する。
それに対 して言い訳するとか、めげることなく、ナル トのイメージにあった
ものや、近いこともしなが ら、自分なりに勝手に忍者をイメージして、ナル ト















戦い遊びを、ある程度遊びこんで くると、毎 日、技 を言い合って戦 うだけでは、
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遊 びに盛 り上が りが な くな り単調 になる。
そ こで、子 どもたちが遊 びなが ら、一か所 に集 まる拠点づ くりに取 り組 む。
先生が、ナル トー族の住処 として、大型積 み木 で砦 の ような ものを作 りか け
てお く。その場所 で、登 園 してきた子 どもたちを、おは ようと言って迎 える。
子 ど もたちは、「今 日もナル トごっこ しよ う1」 と話 しかけて きて、「あ れ?
なに作 って るの?」 と興味 を もつ。先生 と一緒 に戦い ごっ こを しよう と来 て、
先生 はナル トのかっ こうをしてるけれ ど、積 み木 で建物 の ような ものをつ くっ
てい るの を見 ることになる。
先生は、いったいなにを作 りだ したのか、何 をはじめ ようとしてい るのか と、
子 どもたちの興 味の視点 を変 えてい く。「もう、た くさん術 を使 う練習 したか ら
疲れた。やっぱ り、ナル トも休 むところが必要 だか ら、今 日は この基地で寝 よ
うと思 うんだ よね」と、基地 を住処 にした ことを宣言す る。
「私 は、技 を使いす ぎて疲れているか ら、基地 で休 む ところか ら始 めたい」と
言 うと、子 どもたちは、「よし、 じゃ、敵が攻めて くるまで は、ここで休 むこと
に しよう」と言 って、基地 として認めて くれ る。
朝 の支 度が終 わって、子 どもた ちは基地の中 に入 ってい く。
基地 の中で、少 しの 間、休んだふ りをしてか ら、「あ一休んだ」と言 いなが ら、
いかに も朝 を迎 えた ような雰 囲気で、「また、術 の練 習に出 よう」と言 って、基
地 か ら外 に出て術 の練習 を した り、戦 う遊 びを始 める と、また、子 どもたちが、
それに惹 かれて、「先生 と一緒 に術 をやるぞ」と、出て くる。
また、「疲 れたか ら」とか、「夜 になったか ら」と言 って、基地 の中に入 る。基
地 の中で、新た な敵のための作戦会議 をしようと投 げかけた りす る。基地 に入 っ
た り出た りを繰 り返 しなが ら、遊び を発展 してい く。
拠点が ない状態で、戦い ごっ こをしている と、ただ、勢 いよ く遊ぶだ けで、そ
の場 で終 わった り拡散 して終わ ることになる。
拠点が あるこ とによって、遊びが広が って も、また、まとまって、戦 いの後、
遊 びが終 わ らないで拠点 に戻 って くる遊び方 にな る。
⑦ テ レビの イメージ に縛 られない発想を認め合 える段 階
拠点があ ることで、遊びがその 日限 りで拡散 して終わって しまうことな く持
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続する環境ができたので、次に、既存のテレビのナル トのイメージから、少 し
ずつ、多様な発想を認める遊びの世界をつ くっていく段階に移行 してい く。
















たい死なないんだ」、と言いながら球をそっと見せると、予想通 りに 「あっ 魂
だ1」と乗ってきた。








ちのイメージの世界に取 り込んでい くことを繰 り返 していく。そういう遊び方
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が あることを、子 どもたちが分かって きた。
テレビの ナル トの イメー ジに固執 してい る段 階では、「ちが うよ、そんな技 は
ないよ、そん なことしない よ」とい う発言が多 かったが、しだい に、そのイメー
ジにこだわ らないで、 自分た ちの思いつ きや ひらめ きを遊び に取 り入れてい く
ようになる。
また、取 り入 れたときイメー ジを何かの形 に してい くことも遊 びになってい
くこ とで、ごっ こ遊びに広が りがで きて くる。ごっこ遊 びのイメー ジを形あ る
ものにする ときには、製作 コーナーが必ず必要 になる。製作 コーナーでつ くっ
て、そ れをごっこの世界 に持 ってい くようになる。
⑩ 仲 間意識 が育つ
しだいに、一人が「こ うしよ う」と提案する と、「いいね、じゃあこう しよう」と、
友だちの意見 に自分の意見 を乗せ てアイデア を発展 す る発言が多 くなる。自分
が思いついたこ とは、 どんなこ とで も言 って もいい と思 えるようになる と、安
心 して遊び こむ ことがで きる。
固執 したイメージに縛 られないで、発想 したこ とを言 った り、 それを製作 し
て形に して遊びに持 ちこむこ とを何 度 も往復 する過程 で、友 だちか らrいいね」
と言われる喜び を経験 し、同時 に、友だちに、「いいね」と言 ってあげた ときの
楽 しさや心地 よさを経験する までに育つ。
クラスの仲間は、 自分 を否定 しないで認めて受け とめて くれている とい う安
心感 に支 えられた安定 した仲間関係 が形成 される。
⑪ テ レビの ヒー ローご っこが楽 しい遊びに発展 する指導
幼稚園教諭 になった新人の時、園長か ら、テ レビの ヒーローごっ こは、子 ど
もたちが遊 びが見つ か らない ときに出て くる と言 われた。とくに、流行 してい
る旬の ヒー ロー ごっこが出て きやすい。
テ レビの ヒー ロー ごっこや戦い ごっこをしている クラスは、子 どもたちに遊
びが見つか ってい ない クラスであ り、子 どもが育っていない クラスだ と言われ
続 けた。「あなたのクラスは ・・ごっこばか りしてい るか ら、子 どもが全 然育た
ないで しょ」と断定 されて きた。
それで、 ヒーロー ごっこはダメなんだ と、思 っていたので、 ヒー ロー ごっ こ
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している子 どもがいる と、無理や り形だ け別の遊び に誘った新 人時代 があった。
一方、10年ほ ど仕事 を して、ごっこ遊 びが子 どもを育 てるという確か な実感
を もった。その頃、園長はなぜテ レビの ヒー ローごっこは駄 目だ と言い続けて
きたのか と考 えるようになった。子 どもが ヒーローに惹 かれて、それが きっか
けで遊 びが生 まれるのであれば、そ れをうま く利用 して、子 どもが育つ ような
保育が で きないか と思 って いた。
多 くの幼稚 園教 諭は、 ヒー ロー ごっこを保育 に取 り入 れ ようとは しない。ま
た、お店屋 さんなど生活の ごっこの遊び には、先生は入っていって一緒 に遊 ぶ
が、ヒー ローにな りきった り、ヒーロー遊 びに入 ってい く先生 はい ない。
と くに、戦い ごっこの段 階で、子 どもたちは、誰かが痛 い 目にあって泣 くよ
うなことにな り、そ うい う遊びは危 ないか らやめ ようと仲裁 されて、 その遊 び
は終わ りにされる。
また、テ レビのイメー ジが強 く、 ごっ こを している ように見 えて、 テ レビの
イメージ以上 に広 が りがないので、先週 はこ うしてこ うなったんだ と、 テ レビ
の情報交換の話題 だけで盛 り上 がって終わって しまう。つ ま り、子 どもが ヒー
ロー ごっ こを しているのを、 ただ放置 している と、子 どもが育た ないで終わ っ
て しまう。
しか し、遊 びが始 ま りやす い とい う利点が あるので、上手 に利用で きないか
と考 えた。子 どもに とって何 が魅 力か を把握す れば、遊 びが豊かになる きっか
けがつかめ るの ではないか。
実際 には、 テ レビの設定の うち、子 どもが固執 してい るところか ら、そ うで
ない遊 び方 も認め るように誘導 して、 自分独 自の ごっ こ遊び を楽 しむ ことがで
きるように指導 した。
その とき、子 どもの遊 びの中 に先生 も本気で長時 間入 って遊 び こむ。その楽
しい姿 に巻 き込 まれて、子 どもは、テ レビのイメージではない部分 を、 しだい





このナル ト実践では、子どもたちは、それぞれにナル ト役にな り、悪役がい
ないにもかかわらず、遊びが持続発展するまでに指導することに成功 している。
その指導過程において、遊びが発展するために、江藤が もっとも苦心 したのは、















ヒーローの振 る舞 いのイメージが細 か く規定 され る とい う特徴 もある。このた
め、子 どもたちは、TVの イメージ を参照す るに とどまらず、その まま再現 し
ようとして、遊び仲間がそのイ メージか ら逸脱 した振 る舞 いを した場合、 それ
を細か く指摘 して、逸脱 を許容 しない とい うこ とが起 きる。結果、その遊 びは、
パ ター ン化 した もの にな り、柔軟 に遊 びをつ くりだす こ とが で きない し、また、
柔軟 につ くりだそ うともしない。
ヒー ロー ごっこで は、 ヒー ローへ の憧 れが強いために、 もとになるイメージ
にと らわれ過 ぎるのである。その うち、遊 びは単調にな り、熱中 して オモ シロ
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イ と感 じることがで きる遊 びではな くなる。この ように、憧 れの ヒー ローの イ









ナル トになって子どもの前に現れた先生に、子 どもたちが、それはナル トに
はないと言っても、しらばくれて相手にしないで、自分で忍者 ごっこの遊びの
世界をつ くりだして、その魅力に子どもたちが惹きつけられていく様子は想像
するだけで楽 しい。江藤は、 自分自身が、何 日間かナル トになりきって子 ども
と一緒に遊びながらも、忍者一般の忍術を使った遊びが楽しいという、もっと
広い遊びの世界に子どもたちを導いた。いつか、子どもたちは、まず先生だけは、
ナル トか ら逸脱 しても許容するようになる。
この実践全体 において、江藤がもっとも留意 した点は、TVのナル トの技や

















をむしろ、子 ども集団を育てる好機 ととらえることで、いっそ う発想豊かな自

















と共に発展 していくとい う相乗作用を大切 にする指導が可能である(八木
1988)。









こざが頻発 していたクラスの5歳児3学 期の子 どもたちの姿についての保育者
の語 りである。江藤実践で目指す子 どもたちの姿に重なる。
「何 か作 る とか、何 かをす る とき、『これ使 うね』『これ使 って もいい?』 と
確認 に来 るだけで、『いいよ』と言 うと 『うん、わか った』と言 って、自分 た
ちで作 り始 めている。その うち、ケ ンカが始 まった りす るが、M君 がいい
味 を出 して、『お前 はどう して こうい う風 に したんだ。…うん、うん。そ っか、
わか った。じゃあ、お前 は どうしてだ?… うん、そっか。じゃあ、こうい う
風 にすれ ばよか った ん じゃないか?』 と仲裁する。本 人たち も 『そ っか、う
ん、 わかった。』 と収 まる。4歳 児 の ときには、A君 とB君 は よくケ ンカし
ていたが、今 は、 ケ ンカが始 まって も途中か ら笑い始めて 『俺 たち仲 良 し
ケ ンカだ よな』と言 って、 自分た ちで仲 直 りす るよ うになった。4歳 の時
の土 台があ って、5歳 の活動経験で仲 間意識 が強 くなって、 そ うい う姿 を
見せ る ようになった。」
一般 的な発達理論 として、個 の発達 としては、4歳 代後半 には、 自制心が育
つ と言 われる(田 中 ・田中(1988))。その内面 は、「・・したい、ケ レ ドモ、…
す る、だって、… だか ら」と説 明 される。た とえば、「ブ ランコに乗 りたい、
ケ レ ドモ、順番 を待 つ(我 慢す る)、だって友達が先に乗っているか ら」という
内面的 な機制が育つ のである。しか し、今 日、保 育園や幼稚 園の子 どもの様子





































的な話 し合いが重視 される。そ うすると、大人が期待する正解 を言 うだけで、
実際の行動に結びつかないという意味で、生 きた解決にならないことがある。






























飯野雄大2012遊 びへの期待感から安心 して挑戦できるようになったクラス:挑 戦で
きないヒーローたちの物語 浜谷直人編著 仲間とともに自己肯定感が育つ保育
第3章 かもがわ出版
田中昌人 ・田中杉恵1988子 どもの発達と診断5幼 児期皿 大月書店











江藤 咲愛EtouSae公 立幼稚園 園長
